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よ
い
し
ょ
!!
 



　
平
成
19
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
町
民
の
皆
様
に
は
希
望
に
満
ち
た
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
昨
年
は
舟
形
町
の
元
気
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
明
る
い
話
題
が
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
主
役
に
な

っ
た
の
は
子
ど
も
た
ち
で
す
。 

　
ま
ず
小
学
生
で
は
西
尾
浩
暉
君
（
富
長
小
３
年
）
が
県
少
年
少
女
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
相
撲
競
技

個
人
３
年
生
の
部
で
優
勝
、
団
体
で
は
舟
形
相
撲
ク
ラ
ブ
が
優
勝
、
ま
た
同
大
会
少
女
走
高
跳
で
後

藤
美
紅
さ
ん
（
舟
形
小
６
年
）
が
優
勝
し
ま
し
た
。 

　
中
学
校
で
は
奥
山
翔
太
君
（
舟
形
中
３
年
）
が
県
中
体
連
相
撲
個
人
第
１
部
で
優
勝
、
相
撲
部
も

団
体
優
勝
し
、
さ
ら
に
野
球
部
も
第
３
位
の
成
績
を
残
し
ま
し
た
。
ま
た
、
県
少
年
の
主
張
大
会
で

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
叶
内
百
合
さ
ん
（
舟
形
中
３
年
）
。
高
橋
麻
衣
子
さ
ん
（
舟
形
中
３
年
）
は
全

国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
山
形
県
大
会
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

　
子
ど
も
た
ち
を
め
ぐ
る
暗
い
話
題
が
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
舟
形
町

の
子
ど
も
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
面
で
の
活
躍
に
、
舟
形
町
の
明
る
い
未
来
を
期
待
せ
ず
に
は
い

ら
れ
ま
せ
ん
。 

　
ま
た
、
昨
年
は
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
「
地
域
協
働
事
業
」
を
立
ち
上
げ
、
全
町
に
渡
り
７
件

の
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
も
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
が
一
歩
一
歩
着
実
に
進
ん
で
い

る
こ
と
と
実
感
し
、
心
強
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
平
成
19
年
は
、
引
き
続
き
「
小
さ
く
て
も
美
し
い
誇
れ
る
町
」
を
つ
く
る
た
め
に
、
福
祉
・
教

育
・
安
全
安
心
に
暮
ら
せ
る
た
め
の
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
少
子
化
対
策
や
子
育
て
支
援

の
た
め
の
「
統
合
保
育
所
建
設
」
や
舟
形
駅
前
の
「
消
雪
施
設
改
修
事
業
」
に
新
た
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
「
地
域
協
働
事
業
」
も
継
続
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
北
海
道
夕
張
市
の
財
政
破
綻
を
対
岸
の
火
事
と
し
な
い
よ
う
、
行
財
政
改
革
を
進
め
、
職

員
一
丸
と
な
っ
て
町
民
の
皆
様
の
信
頼
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
舟
形
町
は
今

後
も
少
子
化
や
過
疎
化
に
よ
る
人
口
の
減
少
が
予
測
さ
れ
、
行
財
政
運
営
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状

況
が
続
き
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、
活
力
あ
る
舟
形
町
づ
く
り
の
た
め
の

事
業
を
選
択
し
、
集
中
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 
 

町
民
の
皆
様
に
は
、
今
後
と
も
ご
指
導
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
こ
の
一
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
健
康
で
幸
多
き
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。 

 

今
年
は

今
年
は 

　 

亥
年
亥
年 

今
年
は 

　 

亥
年 

　
１
月
１
日
現
在
、
わ
が
町
で
戌
年
生
ま
れ

の
方
は
５
４
４
人
で
、
町
全
体
の
８
・
16
％

を
占
め
ま
す
。 

　
明
治
44
年
生
ま
れ･･･

７
名 

　
大
正
12
年
生
ま
れ･･･

69
名  

　
昭
和
10
年
生
ま
れ･･･

95
名  

　
昭
和
22
年
生
ま
れ･･･

120
名 

　
昭
和
34
年
生
ま
れ･･･

98
名  

　
昭
和
46
年
生
ま
れ･･･

45
名  

　
昭
和
58
年
生
ま
れ･･･

55
名  

　
平
成
７
年
生
ま
れ･･･

55
名  

 

●
干
支
の
中
で
、
亥
は･･･  

　
「
亥
」
は
十
二
支
の
中
で
第
12
番
目
に
数

え
ら
れ
、
時
間
に
す
る
と
午
後
10
時
、
方
角

に
す
る
と
北
北
西
に
な
り
ま
す
。 

 

●
亥
年
生
ま
れ
の
性
格
は･･･ 

　
頭
の
回
転
の
速
い
人
や
竹
を
割
っ
た
よ
う

な
性
格
の
人
が
多
い
よ
う
で
す
。
信
念
を
持

っ
た
努
力
家
で
う
そ
を
つ
く
こ
と
が
苦
手
。

陰
謀
を
め
ぐ
ら
す
よ
う
な
こ
と
は
せ
ず
、
正

面
突
破
、
猪
突
猛
進
の
人
。 

　
正
義
感
が
強
く
、
人
助
け
を
す
る
こ
と
も

多
い
で
し
ょ
う
。
技
術
的
な
才
能
を
持
っ
て

お
り
、
大
活
躍
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
天

才
タ
イ
プ
の
人
が
多
い
よ
う
で
す
。 

 

●
適
職 

法
律
家
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
、
政
治
家
、
大
工
、

土
建
業
、
と
び
職
、
配
管
工
な
ど
。 

 

●
亥
年
生
ま
れ
の
有
名
人 

１
９
３
５
年
生
ま
れ
（
今
年
で
72
歳) 

三
輪
明
宏
（
タ
レ
ン
ト
）  

 

１
９
４
７
年
生
ま
れ
（
今
年
で
60
歳) 

ビ
ー
ト
た
け
し
（
タ
レ
ン
ト
・
映
画
監
督
） 

星
野
仙
一
（
野
球
監
督
） 

寺
尾
　
聰
（
歌
手
） 

 

１
９
５
９
年
生
ま
れ
（
今
年
で
48
歳) 

京
本
正
樹
（
俳
優
） 

赤
坂
泰
彦
（
タ
レ
ン
ト
） 

山
田
詠
美
（
作
家
） 

 

１
９
７
１
年
生
ま
れ
（
今
年
で
36
歳) 

藤
原
紀
香
（
女
優
） 

ユ
ー
ス
ケ
・
サ
ン
タ
マ
リ
ア
（
俳
優
） 

矢
部
浩
之
（
タ
レ
ン
ト
） 

 

１
９
８
３
年
生
ま
れ
（
今
年
で
24
歳) 

宇
多
田
ヒ
カ
ル
（
歌
手
） 

小
倉
優
子
（
タ
レ
ン
ト
） 

矢
口
真
里
（
歌
手
） 

 

今
年
は 

　 

亥
年 

新
年
あ
け
ま
し
て

あ
け
ま
し
て 

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

新
年
あ
け
ま
し
て 

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 
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○
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て 

　
国
民
健
康
保
険
は
、
病
気
や
け
が
に

備
え
て
、
加
入
者
の
皆
さ
ん
が
お
金
（
保

険
税
）
を
出
し
合
い
、
ま
た
国
や
県
か

ら
の
補
助
金
を
財
源
と
し
て
、
必
要
な

医
療
費
な
ど
に
充
て
る
助
け
合
い
の
制

度
で
す
。 

　
税
務
国
保
班
で
は
、
保
険
の
資
格
取

得
・
喪
失
の
届
け
出
に
よ
る
保
険
証
交

付
や
、
医
療
費
・
高
額
療
養
費
、
出
産

育
児
金
や
葬
祭
費
の
支
給
な
ど
の
業
務

を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

○
国
民
年
金
に
つ
い
て 

　
年
金
は
、
老
後
や
病
気
・
け
が
な
ど

で
障
害
が
残
っ
た
場
合
な
ど
、
収
入
が

得
ら
れ
な
い
時
期
の
生
活
を
公
的
に
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
た
め
に
、
20
歳
以
上

60
歳
末
満
の
す
べ
て
の
方
が
加
入
し
、

各
年
金
制
度
に
共
通
の
基
礎
年
金
と
な

る
制
度
で
す
。 

　
保
険
料
徴
収
及
び
給
付
な
ど
の
事
務

は
社
会
保
険
庁
が
行
い
、
町
で
は
、
主

に
厚
生
年
金
・
国
民
年
金
加
入
の
資
格

取
得
・
喪
失
の
届
け
出
や
、
年
金
を
受

け
る
請
求
事
務
、免
除
申
請
な
ど
の
手
続

き
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

○
所
得
税
、
住
民
税
の
申
告
相

談
に
つ
い
て 

 

　
翌
年
度
の
住
民
税
お
よ
び
国
民
健
康

保
険
税
を
適
正
に
課
税
す
る
た
め
に
、

納
税
者
か
ら
住
民
税
の
申
告
書
を
町
長

に
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。 

　
２
月
６
日
か
ら
３
月
15
日
ま
で
の
間
、

所
得
税
・
住
民
税
の
申
告
相
談
及
び
申

告
書
受
付
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
忘
れ

ず
に
申
告
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

 

○
固
定
資
産
税
に
つ
い
て 

　
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
に
課
税
さ

れ
る
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日

を
基
準
日
と
し
て
課
税
さ
れ
、
税
務
国

保
班
で
そ
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
新
築
・
増
築
・
改
築
な
ど
が
行
わ
れ

た
際
に
は
、
そ
の
課
税
額
を
決
定
す
る

た
め
家
屋
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

○
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て 

　
自
動
車
税
は
県
税
で
す
が
、
軽
自
動

車
税
は
町
税
と
な
り
ま
す
。 

　
軽
自
動
車
を
お
持
ち
の
方
は
毎
年
４

月
が
納
付
月
と
な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ

ず
に
納
税
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

○
町
税
な
ど
の
徴
収
に
つ
い
て 

　
各
税
目
・
期
別
ご
と
に
納
税
組
合
・

口
座
振
り
替
え
・
自
主
納
付
に
よ
り
税

金
の
徴
収
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

納
期
ま
で
に
納
付
さ
れ
な
か
っ
た
方
に

は
、
催
告
を
行
う
な
ど
、
滞
納
徴
収
を

実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
な
か
な
か
納
付
い
た
だ
け
な
い
方
に

つ
い
て
は
、
差
押
え
な
ど
の
法
的
措
置

も
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

□
ど
ん
な
仕
事
し
て
い
る
の
？ 

町　民　課 
税務国保班 

シリーズ 

その9

  

　
公
共
施
設
の
使
用
料
に
つ
い
て
は
こ
れ

ま
で
施
設
ご
と
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
中
で
こ
れ
を
一
本

化
す
る
よ
う
見
直
し
が
図
ら
れ
、
町
公
共

施
設
検
討
委
員
会
へ
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。

　
当
委
員
会
で
そ
の
内
容
を
検
討
・
審
議

し
、
町
へ
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
れ
を

受
け
、
利
用
者
団
体
の
意
見
を
聞
き
入
れ

な
が
ら
作
成
さ
れ
た
条
例
案
が
12
月
定
例

議
会
で
議
決
さ
れ
、
４
月
か
ら
運
用
さ
れ

ま
す
。 

　
今
回
の
改
定
は
施
設
使
用
料
の
変
更
で

は
な
く
、
照
明
・
冷
暖
房
料
等
を
明
確
に

定
め
た
も
の
で
す
。
こ
の
改
定
は
利
用
者

負
担
の
考
え
か
ら
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

  

　
こ
れ
ま
で
施
設
使
用
料
は
利
用
者
負
担

で
し
た
が
、
照
明
・
冷
暖
房
料
等
に
つ
い

て
は
徴
収
し
て
い
な
い
施
設
も
あ
り
、
町

の
予
算
で
補
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
今
回
の
改
定
に
よ
り
「
照
明
・
冷
暖
房

等
使
用
料
」
が
明
確
に
定
め
ら
れ
、
原
則

と
し
て
利
用
者
負
担
と
な
り
ま
す
。 

  

　
減
免
（
負
担
軽
減
）
措
置
と
は
、
使
用

料
な
ど
の
負
担
す
べ
き
料
金
の
一
部
を
軽

減
す
る
も
の
で
す
。
施
設
使
用
料
に
つ
い

て
は
こ
れ
ま
で
同
様
、
減
免
措
置
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
該
当
す
る
団
体
は
、

社
会
教
育
団
体
な
ど
町
に
登
録
し
て
い
る

団
体
と
な
り
ま
す
。 

　
今
回
新
た
に
加
え
ら
れ
た
「
照
明
・
冷

暖
房
等
使
用
料
」
に
つ
い
て
は
利
用
者
負

担
の
原
則
に
よ
り
、
減
免
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
た
だ
し
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や
子
供
会

な
ど
町
立
学
校
の
児
童
で
構
成
さ
れ
る
団

体
に
限
り
、
２
分
の
１
ま
で
減
免
で
き
ま

す
。 

　
減
免
を
希
望
さ
れ
る
際
は
、
減
免
申
請

書
の
提
出
が
必
要
で
す
。
用
紙
は
役
場
及

び
各
施
設
に
置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

利
用
下
さ
い
。 

 

  

　
今
回
新
設
さ
れ
た
「
照
明
・
冷
暖
房
等

使
用
料
」
は
表
の
と
お
り
で
す
。 

　
な
お
、
施
設
使
用
料
は
変
更
あ
り
ま
せ

ん
。
各
施
設
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

集
中
改
革
プ

集
中
改
革
プ
ラ
ン 
集
中
改
革
プ
ラ
ン 

〜
公
共
施
設
使
用
料
条
例
を
制
定（
19
年
４
月
運
用
開
始
）〜 

中央公民館 

区　　　分 半　日 １　日 夜　間 昼　夜 

530円 1,060円 530円 1,590円 
冷暖房料 

照明料 

 

ガス等 

各室・調理実習室 

３階大ホール 

各室・調理実習室 

３階大ホール 

舞 台 照 明 

調理実習室 

１時間当たり530円 

１室１回２時間以内200円。１時間増すごとに100円。 

２時間以内1,200円。１時間増す毎に600円。 

１回 1,050円 

１回 500円 

は
じ
め
に 

減
免
措
置
に
つ
い
て 

「
照
明
・
冷
暖
房
等
使
用
料
金
」は
？ 

照
明
・
冷
暖
房
料
等
使
用
料
が
新
設 

区　　　　　　分 

区　　　　　　分 

区　　　　　　　分 

区　　分 

暖　房　料 

照　明　料 

区　分 全　　　　面 半　　　　面 ４分の１面  

暖　房　料 

照　明　料 

半　　日 １　　日 夜　　間 昼　　夜 

料　　金 

半　　日 １　　日 夜　　間 昼　　夜 

半　　日 １　　日 夜　　間 昼　　夜 

生涯学習センター 

農村環境改善センター 

農林漁業体験実習館 

農林漁業者トレーニングセンター 

Ｂ＆Ｇ海洋センター 

冷暖房料 

照 明 料 
 

ガ ス 等 

冷暖房料 

照 明 料 
 

ガ ス 等 

多目的研修室 
音楽ホール 
図書室 

和室・調理室・研修室各室 

多目的ホール ２時間当たり 1,500円。１時間増す毎に 750円 

２時間当たり 200円 
１時間増すごとに 100円 

２時間当たり 1,500円 
１時間増すごとに 750円 

ガス、水道を使用する場合は1回につき 500円 

和室・調理室・研修室各室 

多目的ホール 

生活改善実習室 

その他各室・調理室 

文化体育館 

多目的研修室 
音楽ホール 
図書室 
調理室 

文化体育館 

調理室 

１室１回２時間以内 200円。１間増すごとに 100円。 

２時間以内 1,500円。１時間増すごとに 750円。 

１回　500円 

1,050円 2,100円 1,050円 3,150円 

520円 

300円 

200円 

500円 

510円 

２時間当たり 1,500円で、１時間増すごとに 750円 

1,030円 710円 1,800円 

1,050円 520円 1,580円 

530円 1,060円 530円 1,590円 

3,150円 6,300円 3,150円 9,450円 

会議室暖房料（２時間ごと） 

会議室照明料（２時間ごと） 

厨房ガス等（１回当たり） 

１時間 700円 

２時間 1,600円 
１時間増すごとに 800円 

－ 

２時間 400円 
１時間増すごとに 200円 

１時間 350円 

２時間 800円 
１時間増すごとに 400円 
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月
曜
日
〜
土
曜
日
（
祝
祭
日
を
除
く
） 

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分 

　
こ
の
時
間
以
外
は
延
長
保
育
と
な
り
、
別

途
料
金
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

   
朝
　
午
前
７
時
00
分 

〜 

午
前
８
時
30
分 

夜
　
午
後
４
時
30
分 

〜 

午
後
７
時
00
分 

　
朝
・
夕
の
保
育
時
間
が
現
在
よ
り
各
30
分

伸
び
ま
す
。
今
後
の
要
望
次
第
で
更
な
る
延

長
も
検
討
し
ま
す
が
、
親
子
が
一
緒
に
過
ご

す
時
間
を
大
事
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。 

　
延
長
保
育
を
利
用
す
る
場
合
の
送
迎
は
、

保
護
者
の
方
か
ら
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

   

当
日
の
保
育
依
頼
に
も
応
じ
ま
す
。 

　
一
時
保
育
と
は
家
族
の
病
気
・
冠
婚
葬
祭

な
ど
の
理
由
や
、
育
児
に
伴
う
心
理
的
・
肉

体
的
負
担
を
解
消
す
る
た
め
に
一
時
的
に
利

用
す
る
保
育
サ
ー
ビ
ス
で
す
。 

　
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
の
午
前
７
時
〜
午
後

７
時
内
で
あ
れ
ば
、
当
日
の
保
育
依
頼
に
も

応
じ
ま
す
。 

  

０
歳
（
生
後
６
ヶ
月
以
上
で
保
育
に
耐
え
ら

　
　
　
れ
る
児
童
） 

１
〜
２
歳
の
児
童 

　
現
在
、
未
満
児
保
育
室
の
不
足
に
よ
り
、

０
歳
〜
２
歳
６
ヶ
月
の
未
満
児
は
舟
形
保
育

所
で
10
名
を
受
け
入
れ
し
て
い
る
の
み
で
常

に
待
機
者
が
い
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
新
保
育
所
で
は
未
満
児
保
育
を
充
実
し
て

い
き
ま
す
。 

   

３
歳
児
以
上
を
対
象
に
全
地
区
か
ら
バ
ス
に

よ
る
送
迎
を
行
い
ま
す
。 

　
長
沢
・
富
長
・
堀
内
地
区
の
方
は
送
迎
時

間
が
長
く
な
り
ま
す
が
、
送
迎
バ
ス
を
増
や

し
た
り
、
経
路
の
検
討
に
よ
り
安
全
で
ス
ム

ー
ズ
な
運
行
に
努
め
ま
す
。 

　
尚
、
未
満
児
は
保
護
者
の
方
の
送
迎
を
お

願
い
し
ま
す
。
こ
れ
は
現
在
も
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
児
童
の
安
全
や
効
率
の
良
い
送

迎
を
行
う
た
め
で
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

   

保
育
所
で
給
食
を
提
供
し
ま
す
。 

　
現
在
の
体
制
と
同
じ
く
保
育
所
内
で
給
食

を
作
り
提
供
し
ま
す
が
、
米
飯
は
持
参
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

　
ま
た
、
未
満
児
は
離
乳
食
な
ど
の
関
係
に

よ
り
完
全
給
食
と
な
り
ま
す
。 

    

行
事
の
際
は
舟
形
小
学
校
の
施
設
を
利
用
。 

 

運
動
会
や
発
表
会
の
際
は
、
園
児
に
加
え

保
護
者
も
大
勢
集
ま
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
舟
形
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
体
育
館
、

駐
車
場
な
ど
を
利
用
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。 

   

保
育
所
に
来
て
い
な
い
児
童
の
育
児
相
談
や

交
流
事
業
を
行
い
ま
す
。 

 

現
在
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
「
ふ
れ
あ
い
育

児
の
広
場
」
を
月
１
度
程
度
開
催
し
て
い
ま

す
が
、
新
保
育
所
で
は
常
時
受
け
入
れ
で
き

る
体
制
を
整
え
ま
す
。 

 

ま
た
、
「
誰
に
相
談
し
て
い
い
か
分
か
ら

な
い
」
そ
ん
な
悩
み
を
解
消
す
る
た
め
、
育

児
相
談
や
子
育
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
場
所

を
提
供
し
、
専
門
的
な
知
識
を
持
っ
た
職
員

を
配
置
す
る
計
画
で
す
。 

 

更
に
、
他
市
町
村
か
ら
嫁
い
で
来
ら
れ
た

お
母
さ
ん
へ
の
ケ
ア
も
考
え
、
同
年
代
の
子

ど
も
を
持
つ
保
護
者
同
志
の
交
流
と
情

報
交
換
の
場
も
積
極
的
に
設
け
ま
す
。

　
　
新
保
育
所
は
、
児
童
保
育
の
場
と

し
て
だ
け
で
な
く
、
総
合
的
な
育
児
支

援
を
行
え
る
場
と
し
て
の
体
制
を
整
え

ま
す
。 

  

所
得
に
応
じ
て
保
育
料
が
変
わ
り
ま
す
。
ま

た
、
延
長
保
育
や
一
時
保
育
な
ど
も
有
料
と

な
り
ま
す
。 

　
保
育
料
は
左
の
表
の
通
り
で
す
。 

   

新
保
育
所
の
平
面
図（
案
）を
作
成
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
平
面
図
は
案
で
す
の
で
、
皆
さ
ま
か

ら
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
よ
り
良
い
保
育

所
を
建
設
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
平
成
19
年
４
月
に
は
最
終
決
定
を
し
、
６

月
に
は
着
工
す
る
予
定
で
す
の
で
、
ご
意
見

の
あ
る
方
は
早
め
に
担
当
課
ま
で
ご
連
絡
下

さ
い
。 

▼
問
い
合
わ
せ
／
役
場
町
民
課
福
祉
班 

　
　
　
　
　
　
�（
32
）２
１
１
１（
内
線
90 
） 

保育所統合 保育所統合 
N0.３ 

保
育
所
の
開
所
日
と 

保
育
時
間 

延
長
保
育 

未
満
児
保
育 

一
時
保
育 

送
迎
体
制 

給
　
食 

舟
形
小
学
校
の
施
設
の 

相
互
利
用 

育
児
支
援 

保
育
料 

新
保
育
所
の
建
物 

農
　
園 ブ

ラ
ン
コ 

ト
イ
レ 

トイレ 

トイレ 

更衣室 

未
満
児
室 

玄関 

４
歳
児
保
育
室 

乳
児
室 

子
育
て
支
援
室 

ほ
ふ
く
室 

事
務
室 

５
歳
児
保
育
室 

機
械
室 

鉄
棒 

遊具 

会議室 
休憩室 

厨房 
遊戯室 

３歳児保育室 

テラス 

ワーク 
スペース 

大きい子の庭 

小さい子の庭 

駐車場 
12台 

築山 

新保育所平面図（案） 

農
園
広
場 

　
収
穫
を
楽
し
み
な
が
ら 

四
季
を
感
じ
取
れ
る
環
境 

を
考
え
ま
す
。 

遊
具
ス
ペ
ー
ス 

　
ブ
ラ
ン
コ
や
鉄
棒
、 

シ
ー
ソ
ー
な
ど
の
遊 

具
の
ス
ペ
ー
ス
を
設 

け
ま
す
。 

年
齢
ご
と
に
保
育
室 

を
確
保
。 

 

年
齢
ご
と
に
保
育
室 

を
設
け
、
成
長
に
応
じ 

た
保
育
を
実
施
し
ま
す
。 

園
庭
の
充
実 

　
未
満
児
を
対
象
と
し
た
「
小
さ 

い
子
の
庭
」
と
、
大
き
い
子
を
対 

象
と
し
た
「
大
き
い
子
の
庭
」
を 

設
け
ま
す
。 

 

こ
れ
は
未
満
児
と
年
長
児
で
は 

遊
ぶ
内
容
も
異
な
り
、
危
険
が
伴 

う
こ
と
も
あ
る
た
め
で
す
。 

未
満
児
保
育
室
の
充
実 

　
未
満
児
保
育
の
要
望
が
多
い
た
め
、 

未
満
児
室
や
乳
児
室
、
ほ
ふ
く
室
を 

充
実
さ
せ
ま
す
。 

3歳未満児 

０ 

5,600 

16,000 

25,600 

34,000 

48,000 

52,000

3歳以上児 

０ 

4,000 

13,600 

23,200 

25,200 

29,200 

31,200

夫婦２人の所得税額等 

生活保護世帯 

町民税非課税世帯 

町民税課税世帯 

64,000円未満 

64,000円以上160,000円未満 

160,000円以上408,000円未満 

408,000円以上 

月額保育料 

延長保育料 

一時保育について 

（単位：円） 

一時保育料 １日 2,000円 

区　分 実費負担金 

1ヶ月間の 

利用日数 

１日～15日 

16日以上 月額 

午前７時30分～８時30分 1,500円 

午後４時30分～６時30分　2,000円 

日額　　　　　　　100円 

利用日数 
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ポイント

ポイント

ポイントポイント

ポイント

▼
な
ぜ
統
廃
合
が
必
要
な
の
？ 

▼
こ
れ
ま
で
の
経
過 

▼
説
明
会
を
開
催 

 
 

　
舟
形
町
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
お
い
て
、

人
件
費
の
削
減
計
画
に
基
づ
く
職
員
数
の

削
減
、
投
票
所
の
統
廃
合
に
よ
り
選
挙
経

費
を
削
減
す
る
項
目
等
が
示
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
を
受
け
て
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、

統
廃
合
の
基
準
、
投
票
率
低
下
の
懸
念
、

選
挙
経
費
の
比
較
、
統
廃
合
の
時
期
及
び

周
知
の
方
法
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
、
11

月
下
旬
小
学
校
区
ご
と
に
町
内
会
長
を
対

象
と
し
た
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

  

　
町
職
員
数
の
削
減
に
つ
い
て
は
、
「
自

立
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
財
政
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
」
に
お
い
て
平
成
30
年
を
目
標

に
79
名
ま
で
削
減
す
る
計
画
が
示
さ
れ
て

お
り
ま
す
。 

　
こ
れ
ま
で
の
選
挙
に
お
け
る
投
票
事
務

に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
内
に
17
投
票
所
を

設
け
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
に
職

員
数
を
削
減
し
た
場
合
、
17
投
票
所
の
事

務
従
事
者
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
困
難

で
あ
り
、
公
正
で
適
正
・
的
確
な
投
票
事

務
を
執
行
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
な
く
な

る
と
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
判
断
し
、
最

終
目
標
と
し
て
小
学
校
区
ご
と
に
４
投
票

所
を
設
け
る
べ
き
と
の
結
論
に
至
り
ま
し
た
。 

　
た
だ
し
、
投
票
所
ま
で
の
距
離
や
地
域

性
等
を
考
慮
し
な
が
ら
段
階
的
に
統
廃
合

を
実
施
し
て
い
く
こ
と
と
し
、
当
面
８
投

票
所
を
設
置
す
る
こ
と
が
適
当
と
し
ま
し

た
。 

  
　
説
明
会
で
は
、
「
職
員
数
の
削
減
に
伴

っ
て
投
票
所
の
統
廃
合
が
必
要
で
あ
り
、

８
投
票
所
と
し
た
こ
と
」
、
住
民
の
方
々

の
理
解
を
得
な
が
ら
「
次
期
町
長
選
挙
か

ら
８
投
票
所
で
実
施
し
た
い
」
「
理
解
を

得
ら
れ
た
投
票
区
に
つ
い
て
は
、
４
月
に

予
定
さ
れ
て
い
る
統
一
地
方
選
挙
、
７
月

に
予
定
さ
れ
て
い
る
参
議
院
議
員
選
挙
か

ら
前
倒
し
し
て
実
施
し
た
い
」
「
町
内
会

の
総
会
開
催
時
に
町
内
会
の
皆
さ
ん
に
計

画
案
を
お
知
ら
せ
し
、
意
見
を
聞
い
て
い

た
だ
き
た
い
」
な
ど
を
提
示
し
ま
し
た
。 

　
職
員
数
の
削
減
に
伴
っ
て
現
在
の
投
票

所
数
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
困
難
で
あ

る
こ
と
や
、
選
挙
経
費
削
減
の
た
め
、
町

民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ
／
総
務
課
総
務
班 

　
　
　
　
　
�（
32
）２
１
１
１（
内
線
46
） 

   

　
　
政
治
家
（
候
補
者
、
候
補
者
と
な
ろ
う
と
す

る
者
及
び
現
に
公
職
に
あ
る
者
）
は
、
寄
附
を
す

る
と
処
罰
さ
れ
る
。 

 

　
政
治
家
が
選
挙
区
内
に
あ
る
者
に
対
し
て
寄
附

を
す
る
こ
と
（
政
治
団
体
や
親
族
に
対
す
る
も
の

及
び
政
治
教
育
集
会
に
関
す
る
必
要
や
む
を
得
な

い
実
費
の
補
償
は
除
か
れ
ま
す
。
※
）
は
、
そ
の

時
期
や
名
義
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
禁
止
さ
れ
て
お

り
、
次
の
も
の
を
除
き
す
べ
て
罰
則
の
対
象
と
な

り
ま
す
。   

　
　
ア
　
政
治
家
本
人
が
自
ら
出
席
す
る
結
婚
披

　
　
　
露
宴
に
お
け
る
祝
儀   

　
　
イ
　
政
治
家
本
人
が
自
ら
出
席
す
る
葬
式
や

　
　
　
通
夜
に
お
け
る
香
典   

　
（
ア
や
イ
で
あ
っ
て
も
、
選
挙
に
関
し
て
な
さ

れ
た
場
合
や
通
常
一
般
の
社
交
の
程
度
を
こ
え
て

い
る
場
合
は
処
罰
さ
れ
ま
す
。
）   

　
な
お
、
政
治
家
以
外
の
者
が
、
政
治
家
名
義
の

寄
附
を
す
る
こ
と
も
罰
則
を
も
っ
て
禁
止
さ
れ
ま

す
。 

　
　  

　
※
　
政
治
教
育
集
会
に
関
す
る
実
費
の
補
償
の

う
ち
、
食
事
や
食
事
料
の
提
供
は
禁
止
さ
れ
、
罰

則
の
対
象
と
な
り
ま
す
。 

　
※
　
候
補
者
等
が
葬
式
の
際
、
供
花
・
花
環
を

親
族
で
な
い
選
挙
区
内
に
あ
る
者
に
対
し
て
出
す

こ
と
は
罰
則
を
も
っ
て
禁
止
さ
れ
る
。 

    

　
　
有
権
者
が
、
脅
迫
し
て
あ
る
い
は
政
治
家
を

お
と
し
い
れ
る
目
的
で
寄
附
を
求
め
る
と
処
罰
さ

れ
る
。 

 

　
政
治
家
に
対
し
、
寄
附
を
す
る
よ
う
に
勧
誘
や

要
求
を
す
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
政
治
家

を
威
迫
し
て
、
あ
る
い
は
政
治
家
の
当
選
又
は
被

選
挙
権
を
失
わ
せ
る
目
的
で
勧
誘
や
要
求
を
す
る

と
処
罰
さ
れ
ま
す
。
政
治
家
名
義
の
寄
附
を
求
め

る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
、
威
迫
し
て
求
め
る
と
処
罰

さ
れ
ま
す
。 

    

　
　
政
治
家
が
役
職
員
、
構
成
員
で
あ
る
団
体
が

政
治
家
の
氏
名
を
表
示
し
て
選
挙
に
関
し
寄
付
を

す
る
と
処
罰
さ
れ
る
。 

 

　
政
治
家
が
役
職
員
、
構
成
員
で
あ
る
団
体
・
会

社
が
選
挙
区
内
に
あ
る
者
に
対
し
て
、
政
治
家
の

氏
名
を
表
示
し
た
り
、
氏
名
が
類
推
さ
れ
る
よ
う

な
方
法
で
寄
附
を
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
お
り
、

選
挙
に
関
し
て
寄
附
を
す
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

（
政
党
に
対
す
る
も
の
は
除
か
れ
ま
す
。
）   

 

   

　
　
後
援
団
体
が
、
花
輪
、
香
典
、
祝
儀
な
ど
を

出
す
と
処
罰
さ
れ
る
。 

 

　
後
援
団
体
（
い
わ
ゆ
る
後
援
会
）
が
、
選
挙
区

内
に
あ
る
者
に
対
し
て
花
輪
、
供
花
、
香
典
、
祝

儀
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
を
出
し
た
り
、

後
援
団
体
の
設
立
目
的
に
よ
り
行
う
行
事
や
事
業

に
関
す
る
寄
附
以
外
の
寄
附
を
す
る
と
、
そ
の
時

期
や
名
義
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
処
罰
さ
れ
ま
す
。 

      

　
　
政
治
家
や
後
援
団
体
が
、
有
料
の
あ
い
さ
つ

広
告
を
出
す
と
処
罰
さ
れ
る
。 

 

　
政
治
家
や
後
援
団
体
（
い
わ
ゆ
る
後
援
会
）
が
、

選
挙
区
内
に
あ
る
者
に
対
し
、
主
と
し
て
あ
い
さ

つ
を
目
的
と
す
る
有
料
の
広
告
（
い
わ
ゆ
る
名
刺

広
告
な
ど
）
を
新
聞
、
雑
誌
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ

な
ど
に
出
す
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。 

　
な
お
、
政
治
家
や
後
援
団
体
に
対
し
、
あ
い
さ

つ
を
目
的
と
す
る
有
料
の
広
告
を
求
め
る
こ
と
も

禁
止
さ
れ
て
お
り
、
威
迫
し
て
求
め
る
と
処
罰
さ

れ
ま
す
。 

選
挙
投
票
所
を
統
廃
合 

ー
17
投
票
所
を
８
投
票
所
に

ー 
 平常時における政治家等の 
　　　　あいさつの禁止について 

政
治
家
の
寄
附
の
禁
止 

後
援
団
体
の
寄
附
の
禁
止 

あ
い
さ
つ
を
目
的
と
す
る 

　
　
　
　
有
料
・
広
告
の
禁
止 

政
治
家
の
関
係
団
体
の
寄
附
の
禁
止 

政
治
家
に
対
す
る
寄
附
の 

　
　
　
　
勧
誘
・
要
求
の
禁
止 

 

投票所統合（案） 

大平（99） 内　山 
長沢１ 
長沢２ 
長沢３ 

（234） 
（229） 
（91） 
（157） 

　野 
　幅 
長　尾 

（166） 
（180） 
（106） 

経壇原 （115） 

紫　山 
向　山 
ネズミ沢 

沖の原 
えんじゅ荘 

（224） 
（24） 
（3） 

富田１（193） 
富田２（187） 

福寿野（269） 
馬　形　（20） 

小　松（13） 
長者原（293） 

（251） 
（80） 

舟形１ 
舟形４ 
舟形２ 
舟形３ 

（169） 
（237） 
（122） 
（370） 

西　堀 
光生園 
木　友 

（300） 
（99） 
（154） 

一の関 （238） 

大平公民館 生涯学習センター 幅コミュニティーセンター 

舟形保育所  

太折（102） 

太折公民館 

富長小学校 

真木野 
新　堀 

（31） 
（68） 

実栗屋 （117） 瀬　脇 
堀　内 
横　山 
洲　崎 

（20） 
（237） 
（25） 
（203） 

生活改善センター 

西又（35） 松橋（32） 

西又公民館 

現投票所 
（有権者数） 

新投票所（予定） 

有権者数合計（5,449） 
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放置され病害虫などにより荒廃した里山林の再生などを行います。 平成19年から 

あなたの住民税が変わります。 
※住民税とは、県民税と町民税を合わせたものです。 

2その 

① 税源移譲は、地方分権を推進するための三位一体改革の一環で行われます。 

② ほとんどの方は､１月分から所得税が減り､その分６月分から住民税が増える 

　 ことになります。 

③ 所得税と住民税を合わせた税負担額は、税源移譲の前後で変わりません。 

　 　ただし、同じく平成19年に適用される税源移譲以外の制度改正（定率減税 

　 の廃止、老年者非課税措置廃止に伴う経過措置、やまがた緑環境税の創設等） 

　 により、税負担が増加することになります。 

●定率減税が廃止されます。 

●平成19年４月から「やまがた緑環境税」が導入されます。 

◎税源移譲以外の主な変更点 

　定率減税は、平成11年度から景気対策の一環として実施されてきたもので、税額から 
一定の額を控除する暫定的な軽減措置です。 
　この定率減税につきましては、平成18年度の国の税制改正により、平成19年度から廃 
止されることになりました。 

●住民税の老年者非課税措置が廃止されましたが、経過措置がとられています。 

　平成17年１月１日現在、65歳以上の方(昭和15年１月２日以前に生まれた方)で、前年 
の合計所得金額が125万円以下の方は、平成17年度まで住民税が非課税でしたが、年齢 
に関わらず公平に負担を分かち合うという観点から、この措置が平成18年度から廃止さ 
れ、現役世代と同様の制度が適用されています。ただし、急激な税負担を緩和するため 
経過措置がとられています。 

平成18年度分 

◆ 住民税 ◆ 所得割額の7.5％を控除 
  　　　　　（控除限度額：２万円） 

◆ 所得税 ◆ 税額の10％を控除 
                (控除限度額：12.5万円） 

平成17年度分 

非課税 

非課税 全額負担 

平成18年度分 

1,300円 

税額の3分の2 

を減額 

均等割 

所得割 

平成19年度分以降 

廃　止 

廃　止 
(平成19年１月分～)

平成19年度分 

2,600円 

税額の3分の1 

を減額 

平成20年度分 

4,000円 

2その 

◆ 税源移譲３つのポイント ◆ ◆ 税源移譲３つのポイント ◆ ◆ 税源移譲３つのポイント ◆ 

平成18年度分 

4,000円 

196,000円 

422,000円 

(定率減税)

▲14,700円 

263,000円 

(定率減税)

▲26,300円 

平成19年度分 

293,500円 

464,000円 

165,500円 

4,000円 

(やまがた緑環境税)

1,000円 

≪モデルケース≫　税政改正による負担変動（年額） 

夫婦＋子供２人・給与収入700万円（年額） 

平成19年度分 

37,300円 

2,600円 

(やまがた緑環境税)

600円 

70歳独身・年金収入200万円の場合（年額） 

(経過措置)

▲12,434円 

17,400円 

45,466円 

(45,400円)

平成18年度分 

19,900円 

1,300円 

(経過措置)

▲12,267円 

(定率減税)

▲1,500円 

(定率減税)

▲3,480円 

34,800円 

38,753円 

(38,700円)

平成17年度分 

非課税 

非課税 

均等割 

住
民
税 所得割 

所得税 (定率減税)

▲6,960円 

34,800円 

27,840円 

(27,800円)
合　計 
(税　額)

平成20年度分 

37,300円 

4,000円 

(やまがた緑環境税)

1,000円 

17,400円 

59,700円 

(59,700円)

均等割 

住
民
税 

所得割 

所得税 

合　計 
(税　額)

※ 夫婦＋子供２人の場合、子供のうち1人が特定扶養親族に該当するものとしています 
※ 一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。 
※ 平成19年度以降の住民税均等割には､「やまがた緑環境税」が含まれます。 
※「定率減税」は、平成19年から廃止されます。 
▼ 問い合わせ／町民課税務国保班　�３２－２１１１（内線５３･５４） 

被害木の伐採 
広葉樹の植栽 

いろんな種類や年齢の木が 
入り混じった里山林へ 

●個人：年１,０００円 
（※なお、老年者非課税措置の廃止に伴う減額を受けられている方については、 
　平成19年度分は600円。平成20年度以降は1,000円。） 

（個人県民税均等割額に年１,０００円を加算） 

導入の背景や目的についてはＰ13をご覧下さい。 

●法人：資本金等の金額により年２,０００円～８０,０００円 
（県民税均等割額に10％相当額を加算して申告納付が必要で、平成19年８月 
　決算法人の予定・中間申告、また平成19年４月決算法人の確定申告から課税） 

法人県民税に加算して申告が必要です｡ 

（注）予定・中間申告が必要な場合は、 

事業年度の終了する日によって異なり 

ますので、ご留意願います｡ 

●平成１９年４月１日～７月３１日 
　　　　　　　　　↓ 
　確定申告時に全額を加算して申告をお願いします｡ 

●平成１９年８月１日以降 
　　　　　　　　　↓ 
　予定・中間申告時に半額を加算し、確定申告時 
　に残り半額を加算して申告をお願いします｡ 
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《住民税の申告が必要な方》 
　平成１９年１月１日現在、舟形町に住所がある方、または住所がなくても生活の根拠がある方で 

 　①勤務先で年末調整をしていない方 

 　②平成１８年の中途で退職した方 

 　③勤務先をかえた方で、前職分の所得を会社に報告してない方 

 　④２ヶ所以上から給与、報酬などを受けた方 

 　⑤給与以外の所得がある方 

 ※給与所得のみの方で年末調整済の方は、住民税の申告は必要ありません 

 　また、直接税務署に確定申告をされた方は、住民税も併せて申告したものと見なされます。 

 ※収入のない方でも申告をしないと国民健康保険税の軽減措置や福祉施策などを受けられなくなる場合　

　　がありますので、注意して下さい。 

  

《確定申告が必要な方》 
 ①事業所得（営業・農業・その他の事業所得）や不動産所得がある人で、昨年中の所得の合計額が 

　　基礎控除、その他の控除の合計額を超える人 

 ②土地や建物の売却による所得がある人 

 ③雑損控除や医療費控除を受けようとする人 

 ④給与所得者で 

　　　　　　　　○平成１８年中の給与収入が2,000万円を超える人 

　　　　　　　　○給与を２カ所以上の事業所から受けている人 

　　　　　　　　○給与以外の所得が２０万円を超える人 

  

《申告の際に持参するもの》 
 ①印鑑 

 ②源泉徴収票などの収入のわかるもの 

 ③営業、農業、その他の事業所得があった方は、帳簿書類、通帳など収入・支出のわかるもの 

 ④雑損控除、医療費控除等を受ける方は、その支出のわかる領収書など 

 ⑤生命保険料、損害保険料等の領収書・証明書 

 　※領収書等は集計して持参ください。 

長者原･福寿野･馬形 

富田１･富田２ 

野･幅･長尾 

内山･長沢１･２･３ 

相談日 町　内　名 時　間 会　場 

【 平成１９年度　申告相談日程表 】 

堀内農村環境 
改善センター 
２Ｆ研修室 

堀内農村環境 
改善センター 
２Ｆ研修室 

生涯学習センター 
２Ｆ多目的 
集会室 

9:00～12:00 

 

13:00～16:30 
 

9:00～12:00 

13:00～16:30 

9:00～12:00 

13:00～16:30

2/6 
（火） 

2/7 
（水） 

2/8 
（木） 

大平･小松･太折 

舟形１･舟形２･鼠沢 

舟形３･舟形４ 

一の関･経壇原 

西堀･木友 

紫山･向山･沖の原 

役場3F会議室 

 

役場3F会議室 

 

役場3F会議室 

 

役場3F会議室 

相談日 町　内　名 時　間 会　場 

9:00～12:00 

13:00～16:30 

9:00～12:00 

13:00～16:30 

9:00～12:00 

13:00～16:30 

9:00～15:30

2/9 
（金） 

2/13 
（火） 

2/14 
（水） 

2/16～3/15 (土・日除く) 

　　　確定申告 

申告の期限は３月15日です 
 不明な点は、町民課税務国保班へ遠慮なくご相談下さい。�３２－２１１１（内線５３･５４） 

やまがた緑環境税創設 やまがた緑環境税創設 
～平成19年4月から　県民みんなで支える新たな森づくりが始まります。～ 

　平成18年7月、「県民みんなで支える新たな森づくりと費用のあり方」について、山形県森林審議会

から答申がなされて以降、県民の皆様との意見交換会などを通じ、県の税制度研究会の中で様々な検討

を進めてきました。平成18年12月、県の定例議会において、「やまがた緑環境税条例」及び「やまがた

緑環境税基金条例」が可決され、平成19年度から実施されることになりました。 

○やまがたの森林の価値 

　・本県の県土面積約93万haの７割を占める約67万haが森林です。 

　・森林の持つ水環境の保全、安全な県土の保全、快適環境の形成などの多様な働きを通して、県民は

　　計り知れない恵みを享受しています。 

　・森林などの「緑」は、先人が守り育て伝えてくれた貴重な財産であるとともに、未来からの大切な

　　預かりものです。 

○やまがたの森林の危機 

　【管理放棄森林等の現状】　民有林31万2千haのうち、管理放棄されている人工林は約3万9千ha(推計)  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長期に放置されている里山林は約9万3千ha(推計)

これまでの経過 これまでの経過 

「やまがた緑環境税」導入の背景と目的 

１　やまがたの森林の現状と課題 

「やまがた緑環境税」導入の背景と目的 

　やまがたの森林の現状と課題 

○森林を県民全体で支える新たな仕組みの構築 

　・厳しい財政状況の中にあっても、県民生活への影響が深刻な事態となる前に森林の荒廃に歯止めをかけ、森
　　林の公益的機能を回復・保全することが緊急の課題です。 
　・森林がひとたび荒廃すれば、その回復には莫大な経費と長い年月が必要になります。 
　・県民に等しく恩恵をもたらしている本県の森林を県民みんなで支えていく新たな仕組み（「やまがた緑環境税」）
　　による「県民みんなで支える森づくり」の推進）を構築し、みどり豊かな“やまがた”づくりを推進します。 

◆水害や土砂災害が増加します。　　　　　　　　　◆おいしい豊かな水が得られなくなります。 

◆美しい自然景観や安全快適な生活環境が損なわ　　◆生物の多様性が失われ、野生動物の被害が増加 

　れます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　します。 

◆地球温暖化が進行します。　　　　　　　　　　　◆自然と共生する文化が失われていきます。 

２　やまがたの森林を守り育み、未来につなぐために 

現状は？ 

このまま推移すれば 

県民生活に大きな影響を及ぼす恐れ 

○「やまがた緑環境税」導入の目的 

県民みんなで支える森づくりの着実な推進 

森林をすべての県民で守り育てる意識の高まり 

森林の持つ公益的な機能を維持増進し、持続的に発揮させる 
ため、「県民みんなで支える森づくり」を着実に推進 

費用負担等を通して、森林の重要性についての理解を深め、 
森林をすべての県民に守り育てる意識を醸成 

　やまがたの森林を守り育み、未来につなぐために 

ア 

イ 

ウ 

瀬脇･横山･真木野 

新堀･実栗屋 

堀内･洲崎 

西又･松橋 
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わ だ い ①  

あきやまただしの絵本ライブ 

阿部賢一さん来庁 

ま
ち
の
わ
だ
い
 

ま
ち
の
わ
だ
い
 

まちのわだい  まちのわだい  

わ だ い ②  

わ だ い ③  

薬物乱用防止教室 

camera
  angle

camera
  angle

camera
  angle

わ だ い ④  

 １月７日、町消防団の出初め式が行われ、 
団員の方らが今年１年の安全を祈願しまし 
た。加藤団長からは「消防団の任務は火災 
を消すことよりも、火災を出さない予防消 
防が重要」などと訓示がありました。 
 

 ９期に渡って町議会議員として活躍され、昭和58 
年から平成15年まで議長の職を努められた加藤俊正 
氏に総務大臣から感謝状が送られました。 

 富田地区の徳洲苑裏側の畑から、縄文・ 
奈良・平安時代の物と見られる土器などが 
出土し、「ホーヤ沢遺跡」として県の遺跡 
に登録されました。 

 １月１０日舟形保育所で、園児と老人クラブ 
が小正月の「水木団子」の飾り付けを行いまし 
た。３本のミズキの木は色付けされた団子など 
で、色鮮やかに飾られていました。 

男女共同参画講座 

◆氏　名…佐 藤 祐 香 さん 

◆生年月日…S61.2.22 

◆現在の職業は･･･保育士  

◆将来の夢は･･･のんびり暮らすこと 

◆趣味は･･･笑うこと  

◆今何がしたい･･･きれいな海が見え 

　　　　　　　 るところに行きたい  

◆マイブームは･･･焼き鳥（塩）  

◆休日は･･･ショッピング  

◆町のいいところは･･･自然がいっぱい 

　　　　　　　で、人が温かいところ  

◆町に望むことは･･･今のままの自然 

　　　　　　　　　　を変えないで  

 

　12月19日、富長小学校で薬物乱用防止教室が開催

されました。 

　最上管内でも毎年逮捕者が出るなど、身近なところ

で事件は発生しています。過去には舟形町でも逮捕者

がおり、知識のない子どもを狙った犯罪も増加してい

るようです。 

 富長小学校では毎年、クリスマスや年末年始休みに

入るこの時期に教室を開催しており、再三に渡り注意を呼びかけていました。 

　12月20日町中央公民館において「男女共同参画社会実現

に向けて」の懇談会が開催され、婦人会などの各種団体の方

やPTA、保護者会、若妻会のメンバーら約30名と、議会か

ら文教民生常任委員、町長、教育長、課長等が参加しました。

この日のテーマは「子育てについて」。 

 女性の視点からの細やかな意見が数多く述べられました。

男女共同参画社会を目指した取り組みが全国的に広がっており、女性の意見を伺うべく、この会が開催され

ました。　　　　　 

 「近年、若妻会などの組織も少なく、みんなが集まって話合える機会が欲しい」という意見が多く出され

ました。 

　「パンツぱんくろう」「まめうし」などのキャラク

ターでおなじみの絵本作家あきやまただし先生を迎え、

12月16日絵本ライブが実施されました。会場となっ

た町中央公民館にはたくさんの親子が集まり、生の

読み聞かせやトークを楽しみました。特に「パンツ

ぱんくろう」はＮＨＫの番組「おかあさんといっしょ」

に登場するとあって、子どもたちは大喜び。あきや

ま先生のくりだすパフォーマンスに目を輝かせなが

ら大きな笑い声を上げていました。 

　このほか、あきやま先生は長沢小学校、富長児童館でもライブを行い、絵本の楽しさを子どもた

ちに届けてくれました。 

 堀内出身で現在はラオスで日本語学校教師をしている阿部賢一さん

が、故郷舟形町を訪れました。阿部さんは９年前ラオスに渡り、４年

ほど前、自ら日本語学校を設立し、校長先生として120人の生徒に授

業を行っています。 

 「将来はラオス人が日本語教師として一人前になるまで続けたい。」

と語って下さいました。舟形町からも世界へ巣立った人が大勢います。国際化の流れはすぐ身近ま

でやってきているのです。 

　舟形町連合婦人会（佐藤順子会長）の事業

として取り組んでいるバザーの収益金全額

（21,000円）を、町長（山形県共同募金会舟

形分会）に募金として届けました。 

 このバザーは連合婦人会が会員に呼びか

け、家庭で使わずに保管していた物や手作

りの作品を出展してもらい、毎年11月に

実施しているものです。今回は、町消費生

活連合会からも手作りのティッシュ入れを

出展していただき、お客様からは大変喜ば

れていました。 

　ご協力下さった皆様、本当にありがとうご

ざいました。 

婦人会が歳末たすけあい募金に 
ようこそ先輩で井上晃一さんが長小へ 
 第３回目となる「ようこそ先輩」が開催され、井上晃

一さん（野出身）が長沢小学校を訪れました。井上さん

は山形放送報道部主任としてテレビに関わる仕事に就い

ています。この日は、「『テレビ』が伝えること」という

演題でご講演いただきました。また、井上さんが普段使

用しているカメラで、児童が実際に撮影体験も行いました。 

 井上さんは、「テレビは幸せの種をまいている。その

思いが１人にでも伝わればいい。」そんな気持ちで番組

を作っているそうです。 

 児童からは「いつも見ているテレビに関心が湧いた。

簡単に見えるけど難しいことばかり。」などと感想が述

べられていました。 

わ

だ

い

⑤

 

わ

だ

い

⑥
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まちづくり審議会では 
　　　２年間こんなことを協議してきました 

まちづくり審議会委員を        します 

Ｄ
Ａ
Ｔ
Ａ 

Ｄ
Ａ
Ｔ
Ａ 

（平成18年12月31日現在データ） 

●出生　48人（前年48人） ●人口密度　56人/km2●消防団員 
　421人（前年438人） 

●世帯　3.5人/世帯 ●死亡　86人（前年80人） 

●婚姻　30組（前年37組） 

●65歳以上人口 
　2,040人（3.3人に１人） 

●町の財政支出（一般会計） 
　１人当たり　531,591円 

●小学校児童数　303人（前年315人） 
●中学校生徒数　202人（前年220人） 

●転入　150人（前年145人） 
●転出　166人（前年150人） 

●交通事故件数  人身23件 
　（死亡１名：負傷31名） 
　　　　　　　物損85件 

●農業戸数　750戸 ●火災　３件 ●経営耕地面積　1,367ha 
（2005年農林センサスＨ17.２.１現在） （2005年農林センサスＨ17.２.１現在） 

●自動車保有数　4,646台 
（Ｈ18．４．１現在） 

（Ｈ17度決算） 

●町の予算（一般会計） 
　１人当たり　545,716円 

（Ｈ17度決算） 

●製造業事業所数 
　　　　　　　８事業所 
●工業総出荷額 
　　　　52億6,615万円 

（Ｈ17.12末現在） 

●水道普及率　　99.6％ 
　１日使用量　1,888m3

●救急車出場回数 
　179件（前年146件） 

（Ｈ18．３末現在） 

●若あゆ温泉利用者数 
　　　　　159,137人 

●人　口 
　6,669人　（前年6,731人） 
●世帯数 
　1,909世帯（前年1,903世帯） 

20
06
 

年
版
 

まちづくり審議会委員を        します まちづくり審議会委員を        します 公 募 
　平成17年度にスタートしました「まちづくり審議会」の委員任期の満了に伴い、 
次期委員を下記により公募いたします。 
 
▼公募にあたって／町では「自立」「協働のまちづくり」を掲げ、広く町民の声を行政に反 

　　　　　　　　　映し、町民と一緒にまちづくりを行いたいと、「まちづくり審議会」を 

　　　　　　　　　設置しています。 

　　　　　　　　　　審議会委員の方からはこれまで、町民の代表としてご意見をいただい 

　　　　　　　　　てきました。これらを受け、町も厳しい財政状況を勘案しながら、その 

　　　　　　　　　内容を試案検討しているところです。 

　　　　　　　　　　あなたが日頃より感じている「思い」や「夢」をまちづくりに反映さ 

　　　　　　　　　せてみませんか？！公募内容は次の通りです。 

▼審議内容／町が抱えている課題や今後実施すべき施策について審議、評価、優先順位の決定 

▼募集委員／６名 

▼公募資格／町内に住所を有し、現に居住している20歳以上の方で、公益的に意見を述べら 

　　　　　　れる方 

▼任　　期／19年～20年度の２カ年 

▼応募方法／①住所、氏名、電話番号、性別及び生年月日 

　　　　　　②現在の職業、勤務先 

　　　　　　③応募理由を申込用紙に記入し、郵送又は持参してください。 

　　　　　　　※申込書はまちづくり課各班に準備しています。 

▼応募〆切／２月15日（木）必着 

▼問い合わせ／まちづくり課 

　　　　　　・統括班（役場内 �３２－２１１１ 内線２５・３９） 

　　　　　　・東部班（生涯学習センター �３３－２５５６）  

　　　　　　・西南部班（農村環境改善センター �３５－２００１） 

●集中改革プランについて 
　行政改革として取り組んでいる集中改革プラン。補助金・負担金の整理統合や収納対策 
などについて、町長から諮問を受け、その内容を検討し、町長へ意見を述べました。 

 
●工事などの投資的経費の優先度について 
　今後実施を予定している、工事や事業の優先度について協議を行いました。その際、 
事業予定地を実際に見たり、担当者から具体的な説明を受けたりしながら、総合的に検討 
し、町長へ意見を述べました。 
 
●保育所統合について 
　保育所の統合及び建設について、保育所担当者や財政担当者からの説明を受け、用地や 
建設計画などに対し、意見を述べました。 

まちづくり審議会では 
　　　２年間こんなことを協議してきました 
まちづくり審議会では 
　　　２年間こんなことを協議してきました 
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　舟形町・大蔵村共立のうど山斎場の霊柩車

は平成２年の開設以来、両町村を運行し、葬

儀の際に自宅から斎場までの運行サービスを

行ってきました。しかし、最近の葬儀形態の

変化などにより、霊柩車の稼働率は年々減少し、

50％前後という状況が続いています。 

　また、平成２年の車両ということもあって、

老朽化が進んでおり、「車両の更新か廃止か」

の検討を重ねてきました。その結果、今年度

をもって廃止することになりましたのでお知

らせします。 

　尚、最上管内の葬儀社に霊柩車の料金体系

を確認したところ、霊柩車利用の有無により、

葬儀価格の値上げ・割引等は各社とも行って

いないとのことでありました。 

　今後は葬儀社の霊柩車をご利用いただくこ

とになります。 

　皆様のご理解とご協力をお願いいたします。 

▼問い合わせ／まちづくり課 統括班 

　　　　　　　�32－2111（内線25） 

対象者は？ 
　次のすべての条件を満たす方 

　①ボランティアで高齢者・障害者世帯の除排雪活
　　動を行う方。 

　②ボランティア活動保険又は同等の保険に加入し
　　ている方。 

　③除雪機の操作経験がある方。 

申請手続きは？ 
　社会福祉協議会（役場町民課内）にある借用申請
書に必要事項を記入して下さい。 

貸出し除雪機は？ 
　18馬力の機械１台。（軽トラック積載可、歩み板付） 

経費負担は？ 
　機械の燃料代（ガソリン）、運搬経費などは申請
者等の負担となります。 

貸出期間は？ 
　原則的に１日のみとなります。 

注意事項！ 
　使用中の機械や家屋等の破損には、加入のボラン
ティア活動保険が適応されますが、限度額以上につ
いては使用者に負担していただく場合もあります。 

　　　▼問い合わせ／社会福祉協議会　�32－2733

　地域医療を取り巻く環境が深刻化しております。特に最上地域は医師数、救命救急医

療などの面で県内二次医療圏では最低の医療水準にあるため、各医療機関や最上地域保

健医療対策協議会では、医師確保をはじめとした課題の克服に向けて、努力を続けてい

ます。 

　このような中、昨年８月山形県が委託した監査法人から山形県病院事業管理者へ「県

立病院等調査」について報告がありました。その内容は、県立新庄病院等については、

地域に密着した医療機関であり、「県及び市町村による一部事務組合による運営が適当」

というものでありました。 

　９月には県が県立新庄病院について「最上圏域の町立病院を含め、設置、運営主体の

あり方について検討が必要」との方向を示しました。19年度には新たな山形県保健医療

計画を策定し、この中で具体的な方向を示す予定となっています。 

　これらの状況をふまえ、最上町村会は将来とも県主体の運営を要望し、統一行動して

いくことを確認しました。12月25日には最上地域の８市町村長と議長が、地元選出県

議会議員からも同行していただき、斎藤弘知事あての要望書を日野雅夫副知事に提出。

今井県議会議長、野村県病院事業管理者にも提出し、要望会を実施しました。 

　なお、最上８市町村議会は12月定例議会で、同病院の県主体の運営継続についての要

望書をそれぞれ決議しております。 

　今後、各市町村は、住民への情報提供や意識啓発などを行い、最上地域として署名活

動の実施も視野に活動を予定しておりますのでご理解とご協力をお願いいたします。 

県立新庄病院の運営　県主体を強く要望 

　「早寝、早起き、朝ごはん　国民運動」をご存知ですか?これは地域社会、 

学校、家庭が一体となって、心身共に健康な子どもたちの育成を目指すものです。 

よりよい生活習慣は子どもの学力・体力・気力に大きな影響を与えます。 

 舟形町の小・中学校でも子どもたちの生活リズムを整えるために

各学校で様々な取り組みを行っています。各学校で多く行われてい

るのは、日常生活の点検カード（すこやかカード）の活用です。こ

のカードは「早寝ができたか」「早起きができたか」「朝ごはんを

食べたか」などについて点検するもので、子どもたちが自分の生活

リズムを見直すことができ、よりよい生活リズム作りに役立ってい

るようです。今回はこの点検カードに取り組んでみての子どもたち

や保護者の方の感想を紹介します。 

子どもたちの感想 

保護者の感想 

点検カードで早く起きる 

くせがついた。 

朝うんちをするよう 

になった。 

早寝早起きをする 

と前の日の疲れが 

　　　とれた。 

朝ごはんを食べる 

と、目が覚めて 

やる気が出た。 

朝、宿題をするよう 

になって、勉強時間 

が増えた。 

子どもに、よい生活 

リズムを身につけさ 

せるには、何事も親 

が手本になる必要が 

あると思う。 

急に変わるのは無理か 

もしれないが、少しず 

つ時間の使い方を上手 

にして欲しい。 

休日は食事の時間がば 

らばらになり、月曜日 

に体調が悪くなったり 

するので気をつけたい。 

母親だけに任せきり 

にせず、父親や祖父 

母の協力も必要。 

うど山斎場（火葬場） 
霊柩車の廃止（平成19年度～） 

除雪機を無料で貸し出します 

点検カードの一例 

25

25

25

25

25
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（
中
央
公
民
館
図
書
室
） 

若あゆ温泉はみんなの憩いの場です。マナーを守ってご利用下さい。 
２月の若あゆ温泉の休館日は、２月14日（水）、28日（水） 

町内でタバコ購入によるタバコ 
税の収入は１,634,931円（11月分） 

「
治
す
・
防
ぐ
・
若
返
る 

　
　
　
　
健
康
医
学
事
典
」 

　
　
　
　
　
日
野
原
重
明
　
監
修 

「
わ
た
し
の
い
も
う
と
」 

　
　
　
　
　
　
松
谷
み
よ
子
　
著 

　健康に暮らすには、上手にモ

ノを食べ、上手にからだを動かし、

上手に頭を使うことが大切。生

活習慣病を寄せ付けない体を作

るために、また、活力を高め若

さを維持する脳と体を作るため

に必見の書です。 

　妹をいじめた同級生たちは、

そんなことなど忘れて中学生に

なり、高校生になっていきました。

…実話をもとに絵本化されたもの。

「いじめ」「不登校」「ひきこもり」

「自殺」などについて考えさせ

られる物語です。 

冷
雨
の
や
ん
だ
気
配
に
枯
庭
み
れ
ば
一
気
に
飛
び
た
つ
小
雀
の
む
れ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
　
藤
　
よ
し
子
（
舟
形
一
） 

恙
な
く
此
の
一
年
を
の
り
こ
え
て
新
た
な
歳
を
迎
ふ
よ
ろ
こ
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木
瓜
の
花
の
会
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藤
　
よ
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子
（
新
　
庄
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白
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ふ
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ふ
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木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
布
　
川
　
芙
美
子
（
横
　
浜
） 

下
宿
す
る
孫
は
嫁
ぎ
て
行
く
が
ご
と
車
に
夜
具
を
積
み
て
発
ち
行
く 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
佐
　
藤
　
景
　
雄
（
沖
の
原
） 

幼
日
は
「
赤
い
ド
ド
よ
」
と
言
ひ
し
鮭
遠
き
友
よ
り
届
く
年
の
瀬 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
佐
　
藤
　
和
　
子
（
舟
形
二
） 

父
母
の
齢
は
る
か
越
へ
き
て
為
せ
る
こ
と
松
に
千
両
け
ふ
は
供
ふ
る 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
梅
　
津
　
ト
シ
子
（
舟
形
三
） 

遠
住
め
る
男
孫
バ
イ
ト
に
送
り
く
れ
る
年
始
の
酒
に
こ
み
あ
ぐ
る
も
の 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
星
　
川
　
和
　
子
（
西
　
堀
） 

洪
水
は
夏
な
る
も
の
を
時
じ
く
も
音
な
き
戒
め
冬
襲
ひ
来
る 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
佐
　
藤
　
和
　
夫
（
西
　
堀
） 

北
窓
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
写
り
ゐ
て
夜
空
の
星
も
ほ
ゝ
え
み
て
い
る 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
渡
　
部
　
捷
　
一
（
光
生
園
） 

夫
れ
夫
れ
に
姿
見
事
な
裸
木
の
枝
の
先
ま
で
積
る
初
雪 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
興
　
　
　
珠
　
子
（
　
野
　
） 

【
千
風
会
「
鏡
」
】 

し
づ
し
づ
と
峯
に
初
日
の
燦
々
と
柏
手
つ
よ
く
わ
れ
年
女 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
大
　
場
　
喜
代
子
（
長
沢
一
） 

還
暦
や
透
明
な
人
生
明
日
も
歩
む
ゆ
っ
た
り
と
神
殿
の
磴
の
ぼ
る   

磴
＝
神
殿
へ
の
石
段
の
こ
と 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
小
　
野
　
光
　
子
（
真
木
野
） 

旅
の
末
鏡
と
ま
ご
ふ
湖
に
歓
喜
一
と
飛
び
冬
鳥
の
元
朝  

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
景
　
山
　
晃
　
佑
（
仙
台
市
） 

ま
め
ま
め
と
ま
ね
て
丸
め
る
鏡
餅
二
戈
の
女
孫
の
未
来
の
個
性
か 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
大
　
場
　
秀
　
子
（
長
沢
一
） 

母
親
の
姿
鏡
と
ぞ
お
も
ひ
生
き
ゐ
る
と
帰
省
の
娘
ら
の
決
意
を
き
く 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
畠
　
山
　
ひ
ろ
み
（
木
　
友
） 

久
方
に
紅
さ
す
こ
こ
ろ
豊
か
な
り
鏡
に
灯
る
千
両
あ
か
り 

千
両
＝
正
月
な
ど
め
で
た
い
時
、
用
ひ
る
花
材
。
真
赤
な
実
を
つ
け
、
南
天

に
似
て
い
る
。 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
高
　
山
　
明
　
子
（
仙
台
市
） 

三
面
鏡
ひ
ら
く
三
面
ほ
の
ぼ
の
と
初
日
ぞ
の
ぼ
り
運
命
い
ざ
の
ふ 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
沼
　
澤
　
千
鶴
子
（
鶴
陽
）（
舟
形
四
） 

      

よ
く
眠
る
曾
孫
陽
向
や
日
向
ぼ
こ 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
実
　
　
　
　
　
　
野
　
口
　
み
ど
り
（
埼
　
玉
） 

幼
手
に
こ
ぼ
る
る
願
い
初
詣 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
伊
　
藤
　
良
　
文
（
舟
形
四
） 

友
よ
り
の
七
福
神
の
賀
状
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
佐
　
藤
　
孝
　
子
（
舟
形
二
） 

初
会
の
歌
友
と
祝
ぐ
夜
の
重
さ
か
な 

「
木
瓜
の
花
の
会
」
二
十
五
周
年
を
記
念
し
て 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
星
　
川
　
政
　
子
（
舟
形
三
） 

行
く
年
の
命
の
一
字
の
重
さ
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
斉
　
藤
　
若
　
子
（
内
　
山
） 

支
へ
あ
い
老
の
散
歩
や
息
白
し 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
岸
　
　
　
良
　
子
（
長
沢
三
） 

羽
黒
山
縄
文
杉
の
雪
景
色 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
大
　
場
　
小
夜
子
（
内
　
山
） 

四
代
目
ま
ず
佛
間
よ
り
煤
払
ふ 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
井
　
上
　
順
　
子
（
　
野
　
） 

冬
枯
の
湯
の
町
美
し
き
足
湯
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
柏
　
木
　
伸
　
子
（
長
沢
三
） 

た
た
み
来
る
波
の
た
か
ぶ
る
冬
の
海 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
佐
　
藤
　
昭
　
子
（
長
沢
一
） 

実
家
に
て
炬
燵
囲
ん
で
母
の
味 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
後
　
藤
　
ふ
　
み
（
光
生
園
） 

冬
仕
度
あ
せ
り
慌
て
ず
老
い
し
母 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
永
　
沢
　
幸
　
男
（
光
生
園
） 

天
の
声
腐
敗
政
治
に
冬
の
風 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
笹
　
原
　
　
　
清
（
光
生
園
） 

雪
だ
る
ま
作
る
遊
び
に
弾
む
声 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
原
　
田
　
正
　
昭
（
光
生
園
） 

寒
風
や
軒
下
飾
る
柿
の
れ
ん 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
安
　
部
　
次
　
郎
（
光
生
園
） 

初
夢
や
二
人
で
歩
む
散
歩
道 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
渡
　
部
　
捷
　
一
（
光
生
園
） 

シ
ク
ラ
メ
ン
戻
る
寒
さ
に
ふ
る
え
お
り 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
近
　
藤
　
　
　
清
（
光
生
園
） 

釣
り
た
て
の
鰰
鍋
の
夕
餉
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
荒
　
沢
　
喜
美
子
（
光
生
園
） 

ハ
タ
ハ
タ
で
賑
わ
い
見
せ
る
酒
田
港 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
菅
　
野
　
了
　
子
（
光
生
園
） 

し
た
た
か
に
残
る
一
牧
木
の
葉
散
る 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
�
　
橋
　
信
　
子
（
長
沢
三
） 

口
紅
の
し
っ
と
り
馴
む
冬
日
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
中
　
川
　
恵
美
子
（
木
　
友
） 

冬
晴
れ
の
陽
を
の
み
こ
ん
で
最
上
川 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
吉
　
田
　
明
　
美
（
舟
形
三
） 

初
詣
鈴
の
音
響
く
地
藏
堂 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
真
　
見
　
七
　
生
（
舟
形
四
） 

 

    

大
場
清
さ
ん（
長
沢
３
）か
ら
の

お
ハ
ガ
キ 

質
問
　
長
沢
３
（
平
石
地
内
）

の
町
道
改
良
を
お
願
い
し
て
い

ま
し
た
が
、
そ
の
後
ど
う
な
っ

た
で
し
ょ
う
か
。
勾
配
が
あ
る

た
め
滑
っ
て
転
ぶ
人
が
い
る
の

で
、
早
急
に
対
応
し
て
下
さ
い
。 

回
答
　
現
場
は
、
長
沢
字
平
石

地
内
の
県
道
新
庄
舟
形
線
と
町

道
長
沢
４
号
線
と
の
取
付
け
部

分
に
あ
た
り
、
下
の
写
真
の
点

線
が
境
界
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
要
望
箇
所
は
県
道
敷
地
で
、

町
道
部
分
に
は
横
断
水
路
と
道

路
側
溝
が
あ
り
、
高
さ
が
決
ま

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
県
で
は
、

通
常
の
す
り
付
け
方
法
で
整
備

し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

　
町
と
し
て
は
勾
配
を
緩
や
か

に
で
き
な
い
か
県
に
要
望
を
し

て
い
き
ま
す
が
、
安
全
を
確
保

し
て
い
た
だ
く
た
め
融
雪
剤
を

配
布
い
た
し
ま
す
。
町
内
会
か

ら
も
交
通
安
全
の
呼
び
か
け
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

           

質
問
　
舟
形
町
自
治
功
労
表
彰

は
ど
の
よ
う
な
形
で
誰
が
選
ん

で
い
る
の
で
す
か
。 

回
答
　
舟
形
町
自
治
功
労
表
彰

は
舟
形
町
表
彰
条
例
に
基
づ
き

行
っ
て
い
ま
す
。 

　
内
容
は
「
表
彰
の
部
」
と
「
感

謝
状
の
部
」
に
分
か
れ
て
お
り
、

町
内
会
長
、
小･

中
学
校
長
、

県
内
高
校
の
校
長
、
各
種
団
体

の
長
、
町
担
当
課
等
に
該
当
者

の
申
し
出
を
お
願
い
し
、
条
例

で
定
め
ら
れ
て
い
る
基
準
に
基

づ
き
審
査
委
員
会
で
表
彰
者
を

決
定
し
て
い
ま
す
。  

　
審
査
委
員
は
学
識
経
験
者
３

名
を
含
む
町
長
、
助
役
、
教
育

長
、
議
長
、
副
議
長
の
８
名
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

　
尚
、
基
準
に
つ
い
て
は
役
場

総
務
課
総
務
班
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。 

 

質
問
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は

広
報
に
出
し
て
も
ら
え
な
い
の

で
す
か
。 

回
答
　
日
時
・
内
容
・
場
所
等

の
情
報
の
入
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
は
で
き

る
限
り
取
材
し
、
掲
載
し
て
お

り
ま
す
。
各
団
体
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
も
同
様
に

連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
取
材
に

伺
い
ま
す
の
で
、
日
時
・
内
容
・

場
所
等
を
ご
連
絡
下
さ
い
。 

　
ま
た
、
取
材
に
伺
え
な
い
場

合
で
も
活
動
写
真
や
活
動
内
容

を
お
知
ら
せ
い
た
だ
け
れ
ば
掲

載
は
可
能
で
す
。 

 

佐
藤
哲
男
さ
ん（
一
の
関
）か

ら
の
お
ハ
ガ
キ 

質
問
　
若
あ
ゆ
温
泉
の
道
路
脇

や
そ
の
周
辺
に
菜
の
花
や
コ
ス

モ
ス
を
植
え
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
？
株
や
種
を
持
ち

寄
っ
て
行
え
ば
、
お
金
を
か
け

ず
に
実
施
で
き
る
と
思
い
ま
す
。 

回
答
　
菜
の
花
や
コ
ス
モ
ス
に

よ
り
若
あ
ゆ
温
泉
広
場
を
い
っ

ぱ
い
に
し
た
い
と
の
こ
と
で
す

が
、
大
変
良
い
提
案
で
す
の
で
、

町
民
の
方
に
協
力
を
お
願
い
し

な
が
ら
実
行
し
て
参
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

郵　便　は　が　き 

　町では住民負担の公平化と財源の確保の観点か

ら、全庁的な連携で職員が収納対策に当たってい

ます。毎月定期な分納などに応じてもらえない世

帯については、今後も職員が町徴税吏員証を携帯

して家庭や職場を訪問して催告を行います。状況

によっては法的手段も実施していきます。 

　税金・公共料金等は期限内納付についてご理解

とご協力をお願いします。 

　１月の町税（国民健康保険税４期）の納期限は

31日（水）になっています。 

　なお、口座振替の方は１月25日（木）になりま

す。 

▼問い合わせ／舟形町役場 町民課税務国保班　 

　　　　　　　�32ー2111（内線52） 

家
庭
可
燃
ご
み
の
減
量
化
と
資
源
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
下
さ
い
。 

舟
形
文
芸
ひ
ろ
ば
 

短
歌
 

俳
句
 

あなたの声をお寄せ下さい 

まちづくり課 統括班 
� 32ー2111（内線39） 

　まちの話題、疑問、質問、

提言・意見のほか、会員募

集やリサイクル情報（譲り

たい、譲ってほしい）、イ

ラストなど何でも結構です。

　広報紙上でできるだけ紹

介していきたいと思います。 

に
　
わ 

と
し 

す 

お 

さ
ん
さ
ん 

み
　
ち 

か
　
み 

と
う 

め 

は
　
は 

し
な 

さ
だ
め 

か
し
わ
で 

あ
　
さ 

ほ 

と
　
も 

ひ
な
た 

え 

し
ら
ひ
げ 

今月の納期 

◆国民健康保険税（4期） 

納期限･･･ 

忘れずに納税しましょう。 

１月31日（水） 

県道 

町道 

税金・公共料金は期限内納付を 
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町
営
バ
ス
は
ど
こ
か
ら
乗
っ
て
も
一
律
２
０
０
円
で
す
。
  

         

　
舟
形
町
の
み
な
さ
ん
、
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お

ね
が
い
し
ま
す
。
２
０
０
７
年
も
ミ
ス
若
鮎

と
し
て
一
生
懸
命
が
ん
ば
り
ま
す
！ 

　
さ
て
、
み
な
さ
ん
、
お
正
月
は
ど
う
過
ご

さ
れ
ま
し
た
か
？
私
は
家
で
の
ん
び
り
と
お

正
月
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。
昨
年
の
正
月

は
豪
雪
で
し
た
が
、
今
年
は
天
気
に
も
恵
ま

れ
、
雪
の
少
な
い
本
当
に
過
ご
し
や
す
い
お

正
月
で
し
た
ね
。 

　
元
旦
に
地
元
福
島
県
会
津
の
「
伊
佐
須
美

神
社
」
へ
初
詣
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
毎
年

家
族
で
こ
こ
に
初
詣
に
行
っ
て
い
る
ん
で
す
。

こ
の
神
社
は
岩
代
の
国
一
ノ
宮
と
い
わ
れ
る

歴
史
あ
る
神
社
で
、
国
重
要
文
化
財
「
朱
漆

金
銅
装
神
輿
」
や
県
重
要
文
化
財
「
木
造
狛

犬
一
対
」
な
ど
が
保
管
さ
れ
て
い
る
会
津
の

聖
地
な
ん
で
す
よ
。
ま
た
、
「
伊
佐
須
美
神

社
」
は
あ
や
め
苑
も
有
名
で
、
初
夏
に
は
多

く
の
観
光
客
の
方
が
訪
れ
ま
す
。 

　
帰
り
に
猪
苗
代
湖
に
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。

猪
苗
代
湖
は
白
鳥
の
飛
来
地
と
し
て
も
知
ら

れ
て
い
て
、
毎
年
た
く
さ
ん
の
鳥
た
ち
が
飛

ん
で
き
ま
す
。
こ
れ
だ
け
の
白
鳥
が
見
ら
れ

る
の
も
珍
し
く
、
そ
の
光
景
は
圧
巻
で
す
。

　
白
鳥
は
と
て
も
人
な
つ
こ
く
て
、
餌
を
あ

げ
る
と
近
く
ま
で
寄
っ
て
き
ま
す
。
で
も
、

す
ぐ
に
カ
モ
に
取
ら
れ
て
し
ま
う
ん
で
す
。

必
死
に
餌
を
求
め
て
い
る
白
鳥
の
姿
に
「
白

鳥
か
ん
ば
れ
〜
！
」
と
思
わ
ず
声
を
掛
け
た

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

　
雪
化
粧
し
た
磐
梯
山
、
猪
苗
代
湖
の
景
色

が
す
ば
ら
し
く
、
と
て
も
癒
さ
れ
る
私
の
大

好
き
な
場
所
で
す
。 

　
こ
れ
か
ら
本
格
的
な
冬
に
入
り
、
舟
形
町

で
は
毎
日
雪
が
降
り
続
く
と
思
い
ま
す
が
風

邪
な
ど
引
か
ず
に
お
過
ご
し
下
さ
い
。 

　
２
０
０
７
年
も
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
で

す
が
、
皆
様
に
と
っ
て
も
素
晴
ら
し
い
１
年

に
な
り
ま
す
よ
う
に
。 
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総務課　No.262
２月のかもしかクラブ 

・舟形保育所 

・長沢保育所 

・南部保育所 

22日（木） 

14日（水） 

20日（火） 

12月２日～１月１日届出分 

舟形１ 

西　堀 

長　尾 

舟形２ 

一の関 

堀　内 

えんじゅ荘 

87（大　志） 

67（平　吉） 

87（一　郎） 

88（　肇　） 

96（多美雄） 

95（俊　治） 

89（本　人） 

東海林てつよ 

柿崎テツ子 

渡部　儀助 

佐藤ハナヱ 

渡　タカヨ 

矢口キクノ 

奥山　武男 

□おくやみ申し上げます （世帯主） ◆ 

男 

女 

計 

世帯 

人口と世帯 

：3,261人 

：3,408人 

：6,669人 

：1,909世帯 

（＋９） 

（－10） 

（－１） 

（＋６） 

 （  ）は 
前月比 

（現在） 

選挙人名簿登録者数 

男性　2,621人 
女性　2,844人 計5,465人 

(12／２現在） 

○掲載を希望しない方は、届け出の 

　際にお申し出下さい。 

12
31

 

　幅 

洲　崎 

舟形３ 

渡辺　真陽 

木島　彩乃 

関　　柊祐 

（ 　 　 ） 

（ 　 　 ） 

（ 　 　 ） 

まひろ 

あやの 

しゅうすけ 

充 
千惠美 

□お誕生おめでとう ◆ 

広　人 
真　紀 

龍　一 
千　春 

□ご結婚おめでとう ◆ 

富田１ 

沖の原 

 

新庄市 

堀　内 

 

長者原 

山形市 

　加藤　　徹 
（�橋）美加 
 
　菊地　　晃 
（菊地）美香 
 
　松田　　智 
（中川）圭美 

 

    

　
今
回
の
テ
ー
マ
は【
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
】で
す
。 

　
平
成
17
年
度
に
実
施
し
た
「
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
ア
ン
ケ
ー
ト
」

の
主
な
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
町
在

住
の
20
代
〜
60
代
の
女
性
の
う
ち
無
作
為
で
抽
出
し
た
２
８
３
名

を
対
象
に
実
施
し
た
も
の
で
、
２
７
３
名
（
回
答
率
96 
・
５
％
）

の
方
か
ら
回
答
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
乳
が
ん 

①
過
去
５
年
間
で
の
受
診
経
験
あ
る 

人
の
割
合
（
表
１
） 

②
受
診
し
な
い
理
由
は
？ 

・
な
ん
と
も
な
い
か
ら
（
48
％
）、 

以
前
に
受
け
て
異
常
な
か
っ
た
か 

ら（
18
％
）、
こ
わ
い
か
ら（
12
％
） 

・
面
倒
な
の
で（
11
％
）。 

③
未
受
診
者
の
方
の
、
今
後
の
検
診
に
つ
い
て
の
考
え
は
？ 

・（
47
％
）が
受
診
し
た
い
と
答
え
、
わ
か
ら
な
い
と
答
え
た
方
は

（
39
％
）、
受
診
し
た
く
な
い
と
の
回
答
が（
11
％
）も
い
ま
し
た
。 

④
乳
が
ん
の
自
己
検
診
に
つ
い
て
、
知
っ
て
い
ま
す
か
？ 

・
知
っ
て
い
る
人
は（
70
％
）を
超
え
、
50
代
が（
88
％
）と
特
に
高

い
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。 

⑤
自
己
検
診
の
実
施
状
況
は
？ 

・
知
っ
て
い
る
人
の
う
ち
、
実
施
し
て
い
る
人
は（
70
％
）で
し
た

が
、
月
１
回
以
上
実
施
し
て
い
る
人
は
（
22
％
）
に
過
ぎ
ず
、
２
、

３
ヶ
月
に
１
回
以
上
実
施
し
て
い
る
人
を
含
め
て
も（
37
％
）と
低

い
結
果
で
し
た
。 

　
子
宮
が
ん
検
診 

①
過
去
５
年
間
で
の
受
診
経
験
あ
る
人 

の
割
合
（
表
２
） 

②
受
診
し
な
い
理
由
は
？ 

・
乳
が
ん
と
同
じ
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す 

が
、
20
代
で
は
対
象
年
齢
に
な
っ
て
い 

な
い
か
ら
、
と
の
回
答
が
半
数
以
上
を 

占
め
ま
し
た
。 

③
未
受
診
者
の
方
の
、
今
後
の
検
診
に
つ
い
て
の
考
え
は
？ 

・
乳
が
ん
と
同
じ
傾
向
が
み
ら
れ
る
よ
う
で
す
。 

●
基
礎
知
識 

　
日
本
人
女
性
の
30
人
に
１
人
が
乳
が
ん
に
か
か
る
！
と
言
わ
れ
、

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
40
〜
50
歳
代
に
特
に
多
く
見
ら
れ
、
壮

年
層（
30
〜
64
歳
）の
が
ん
死
亡
原
因
の
ト
ッ
プ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

月
に
１
度
の
自
己
検
診
を
お
忘
れ
な
く
。
忘
れ
て
し
ま
う
あ
な
た

へ
、
お
風
呂
で
身
体
を
洗
う
時
、
乳
房
周
辺
（
わ
き
の
下
あ
た
り

ま
で
）
は
、
ス
ポ
ン
ジ
や
タ
オ
ル
を
使
わ
ず
手
で
洗
っ
て
み
る
方

法
も
お
す
す
め
で
す
。 

　
子
宮
が
ん
検
診
の
低
年
齢
化
が
進
み
、
検
診
の
対
象
年
齢
は
、

平
成
17
年
度
よ
り
20
歳
以
上
に
拡
大
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
が
ん
は
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
で
治
る
病
気
で
す
。
検
診
を

受
け
る
事
を
迷
っ
て
い
る
人
も
、
勇
気
を 

出
し
て
検
診
を
受
け
て
み
ま
し
ょ
う
。 

　
30
歳
か
ら
75
歳
ま
で
の
５
歳
刻
み
の
節 

目
年
齢
の
方
は
、
町
の
乳
・
子
宮
が
ん
検 

診
を
無
料
で
受
診
で
き
ま
す
。 

冬道を安全に歩こう 冬道を安全に歩こう 

滑りにくい靴を履き、足元に注意して歩こう 

車が止まったことを確かめてから渡ろう 

次の青信号まで待って渡ろう 

いったん止まって車に自分の姿を見せよう 

対面通行を心がけ、車の動きに注意しよう 

吹雪でもときどき顔を上げ、安全を確かめて 

歩こう 

飲酒運転を追放せよ 

まだまだ多い飲酒運転 

飲酒運転事故の飲酒程度別発生状況 

※全国・平成14年以前の過去３年間の平均概数 

Vol.75Vol.75

酒酔い ５％ 

酒気帯び 

　49％ 
 

基準値未満 

　46％ 

飲酒運転事故の 
飲酒程度別 
発生状況 

飲酒運転事故の 
飲酒程度別 
発生状況 

（表１）過去５年間の受診率 

33.3％ 

30代 40代 50代 60代 

61.8％ 65.2％ 
72.6％ 

（表２）過去５年間の受診率 

20.0％ 

30代 20代 40代 50代 60代 

51.3％ 

72.1％ 72.5％ 
64.5％ 

（
福
島
県
） 

23｜広報ふながた19.1 広報ふながた19.1｜22
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
19
年
の
幕
開
け
で
す
。 

 

今
年
は
ど
ん
な
年
に
な
る
の
や
ら
…

。

今
年
の
干
支
「
亥
」
に
ち
な
ん
で
、

猪
突
猛
進
と
い
き
た
い
で
す
ね
。 

 

私

の
今
年
の
抱
負
は
、ず
ば
り
ダ
イ
エ

ッ
ト
!! 

10
㎏
減
量
を
目
標
に
が
ん
ば

り
ま
す
。 

 

ち
な
み
に
余
談
で
す
が
、
豚
と
猪

は
生
物
学
的
に
は
大
き
な
違
い
は
な
く
、

猪
を
改
良
し
て
家
畜
化
し
た
の
が
豚

な
ん
だ
そ
う
で
す
。 

 

み
な
さ
ん
に
と
っ
て
今
年
一
年
が

良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ゆ
） 

あとがき 
postscript

　
ブ
ナ
の
実
21
は
、
地
域
文
化
と
豊
か
な
自
然
を
活
用
し
た
地

域
づ
く
り
を
行
う
団
体
で
、
平
成
８
年
に
設
立
し
ま
し
た
。
約

30
名
の
メ
ン
バ
ー
が
、
堀
内
地
区
の
古
民
家
を
拠
点
と
し
て
、

町
全
域
で
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。 

　
主
な
活
動
は
、
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
（
小･

中
学
生
に
環

境
学
習
を
提
供
な
ど
）
、
地
域
文
化
の
研
究
伝
承
（
食
文
化
の

伝
承
な
ど
）
、
自
然
資
源
を
活
用
し
た
環
境
教
育
（
自
然
環
境

調
査
、
ブ
ナ
林
、
手
倉
森
湿
原
の
保
全
・
整
備
な
ど
）
と
特
産

品
開
発
（
木
工
ク
ラ
フ
ト
、
縄
文
の
女
神
レ
プ
リ
カ
な
ど
）
な

ど
、
幅
広
い
分
野
で
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
中
で
も
特
に
力
を
注
い
で
い
る
の
が
、
都
市
と
地
域
と

の
交
流
で
す
。
毎
年
「
夏
の
ア
ウ
ト
ド
ア
体
験
塾
」
を
開
催
し
、

千
葉
県
富
里
市
の
方
を
受
け
入
れ
し
て
い
る
他
、
富
里
市
で
開

催
さ
れ
る
夏
祭
り
に
地
域
の
特
産
物
を
持
参
し
、
町
の
Ｐ
Ｒ
な

ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
交
流
体
験
旅
行
で
訪
れ
た
お
客

様
を
ブ
ナ
林
や
手
倉
森
湿
原
な
ど
に
案
内
し
た
り
、
木
工
ク
ラ

フ
ト
や
陶
芸
な
ど
の
講
師
と
な
っ
た
り
と
、
年
間
約
２
０
０
名

の
方
と
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
そ
し
て
こ
の
度
、
自
然
と
共
生
し
た
農
村
づ
く
り
に
取
組
む

活
動
成
果
が
認
め
ら
れ
、
全
国
の
８
団
体
に
選
出
。
「
平
成
18

年
度
田
園
自
然
再
生
活
動
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
賞
」
を
受
賞
し
、
名
実
と
も
に
全
国
屈
指
の
地
域
づ
く
り

団
体
と
な
り
ま
し
た
。 

　
「
今
後
は
地
域
資
源
を
活
用
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
研
究
に
も
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
新
た
な
意
欲
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。 

 

この紙は再生紙を使用しています 

『 

ブ
ナ
の
実
21 

』 

シリーズ　地域のちから その� 
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